
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆10年前に起こった事件 （石原慎太郎が都知事に） 
 ・議員出席手当の受け取り拒否・供託 

   ⇒議員失職したので返却しようとしたら・・ 
 ・門真市助役の自殺事件・・・入札・選考制度の大幅改善
 ・戸田への「懲罰・問責・辞職勧告・怪文書の嵐」 

    ⇒本人訴訟で最高裁まで争った懲罰取り消し裁判 

 ・「日の丸不掲揚けしからん」と豊中８中に卒業生が押し

   入って校長を刺す。（殺人未遂） 

 ・消防議会の北九州視察 

◆議会制度の仕組み・議員の役割って何や？ 
 ・多くの人が野球のルールや球団事情を知ってる程度に 

 ・やり始めたらキリが無い⇔手抜きはいくらでも出来る 

 ・「会社の中にオンブズが常駐してる」ような仕組み 

 ・議会での質議・質問の意味と効果 

   「すりあわせ」と「ぶっつけ本番」どっちがいい？ 

 ・「議事録に刻む」意味 

 ・ 

◆日本の自治体議会全般の問題点 
 ・「日本式株主総会型民主主義」としての形式的議会 

 ・「言論の府」なのにホントの「討論」がない 

 ・「議会の常識は市民の非常識」 

 

◆「真の議会改革」とは？「開かれた議会」へ 
  ・議会の可視化を！その必要性  

  ・議事録では分からない事、公式映像では見えない事 

  ・  
◆議員の報酬や手当、政務調査費について 
  ・安けりゃいいのか？ 将棋で言う「手順前後」 

  ・日当制は「ＴＶコメンテーター」型議員を作るだけ 

  ・各種の「２重取り」＝役職手当、派遣議員報酬 

  ・ 

◆門真市議会の問題点～まだまだ山ほどあるが 
 ・質問しない・審議を嫌がる・公開論議が出来ない 
 ・言論封じが横行していた。 

 ・戸田に「懲罰・辞職勧告」攻撃、議事録見せない攻撃 

 ・共産党のダメさ加減。人事提案での問題や会派談合 

 ・「議長の事故擬装」問題 

 ・超低レベルな「議会だより」 

 ・議事テープ問題：すぐに聞かせない・ダビング禁止（！）

 ・「天下のバカ規則」問題 カバン・ネクタイ・背広 

 ・傍聴者を呼びたがらない議員達。傍聴者不在の弊害 

 ・近年やっと一部改善されては来たが・・・。   
 ・「門真市議会８大ニュース」（07年度、08年度）など 

◆怠慢・傲慢な役人への戸田流追及の仕方 
 ・「バイザネーム」、個々人を追及する事の効果、ＨＰ活用

 ・違法不当な命令に追従作業しつつ、「名前出した批判し

   ないで」とぼやいた市職労の例 
◆業者でもボス団体でも不正あれば実名追及する戸田 
 ・1000 坪不法占拠事件、シルバー人材センター問題、 

  不正な「合併推進要望」問題、消防団問題、消防団長問

  題、団体会長の住所不正問題、商工会議所不正経理問題、

 ・一部自治会の広報配布料水増し・未配布問題～抜本解決

 ・身近な不正に口をつぐむフヌケ共産党の腐敗姿勢 

 ・役所も議員もビビる警察への追及～ひき逃げ事件で 

◆門真市の特色～低所得、公明党の議席比率日本一！ 
 ・60年～70年代で人口が４倍以上増加！ 
 ・「村政治体質」の門真。20年も続いた東保守市政 

   「一つ目の国」の門真。まともな人がイビれらる。 

 ・創価学会員比率日本一に。・・・その弊害は・・ 

 ・「公明党が生活保護あっせん」とは思わない。が、・・。

 ・「松下の城下町」という外部の誤解。実は冷たい関係。

◆戸田はなぜ公明党をガンガン批判するのか？ 
 ・創価学会・公明党に萎縮した住民意識。解放を！ 
 ・32％議席＝地域「公宣流布」の完成（！） 

   門真市民はそれで幸せになったのかい？ 

 ・せいぜい人口１割の公明党が５割もいるような権勢 

 ・近年は元公明党ベテラン議員が選管委員長や教育委員 

 

◆住民を賢くしない共産党の運動と体質（発展阻害政治）
 ・その数々の実例 戸田の体験（市民時代、議員時代） 
 ・合併阻止運動での度し難い分裂策動、嘘つきの実例 

 ・本気で市長を取る気が全然無い、形式のみの市長選挙 

 ・戸田への権力弾圧の時の弾圧追随、愚民化宣伝 

 ・共産党系運動団体の非礼・非常識・ビビリ 

 
◆「自公の金魚のフン」な門真の民主党（系）議員達 
 ・実例山ほど 

◆門真市議会の「会派」構成の説明 
   
◆門真市職労の良い点と良くない点 
 
◆情報隠しとの徹底した闘い！今や情報会先進市に 
 ・別紙ビラ「戸田の議員活動10年！」下段参照 

 ・真面目な課長・部長がくすんでしまった悲劇。 

 ・裁判証人に決まって２年も早期退職してしまった部長 

 ・全国で希有な「失敗＆成功例集」作成へ 

 
◆戸田がいなければ2005 年に門真市はなくなっていた！
  02 年～04年の合併阻止闘争について 
 ・別紙ビラ「戸田の議員活動10年！」中段参照 
 
◆議員と市民の関係について 
 ・「当選してからミゾが出来てしまう」例多し。なぜか？

 ・たった１人で次々判断せねばならない「闘う議員」 

 ・初期の後援会構想の挫折。「10年やっても後援会なし」

 ・「陰ながら応援する」人多し（苦笑）。戸田と政治思想が

   同じ左翼の人は、門真ではほぼ皆無のはず。 

 ・市民の関心度が議員の質を決める。４年に１度、頭を下

   げられたら満足する人多し。 

 ・選挙は高給取り専門家の集団採用試験。雇い主は市民！

  
◆民衆分断政治に易々と乗せられている庶民達 
 権利のための闘いをしない奴隷根性と「民間出羽の守」
 ・歪んだ風評を真に受けた生活保護者攻撃や公務員バッ 

   シングにはウンザリ。被害者例。匿名「告発」文。 

 ・市政改革への建設的な意見が出ない堂々巡り。 

 ・「保護費で財政が潰れる！」という誤解。行政の説明不

   足を改めさせた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆日本一文字密度の高い戸田のビラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆左翼自認の戸田が「連続トップ当選」した理由は？ 
 ・03年の「ブッちぎりトップ当選」の前代未聞さ 
 ・07年「連続トップ当選」の凄さ。 

 ・政治的立場が全然違っても戸田に共鳴する人達 
 
◆「ゲリラ戦の観点」に立った戸田の闘い 
 ・「正義性と民衆性は自分にあるが、体制側との力関係で
   は圧倒的に不利である」との自覚に立った体制打倒・

   大幅改善の宣伝扇動と実力行使。 

 ・「議会制民主主義は愛してはいないが、必要であり深め

   るべきだ」との観点。 

 ・大衆闘争と補完的なものとしての議会活用闘争。 

 
◆「文字密度が日本一高い」戸田のビラ 
 ・興味深い内容であれば、人々は読む。 
 ・「ワード98での職人芸」 １ページの部品100以上！ 

 ・「大スポ」並みに各見出しで気を引く事に腐心する。 

 ・１ページ作成に丸２日くらい！ 精神集中が必要。 

 

◆日本有数アクセスの議員ＨＰ。それをフル活用 
 ・敵対者や行政も、気になるから見ざるを得ない。 
 ・現代の「目安箱」 行政改善に大きな効果 

 ・2000 年から「荒らし」攻撃との先進的闘い 

 ・「ＨＰの選挙活用」を最も断固として実行してきた！ 

   現職議員としては日本でほぼ１人。 

 ・平常時の１日アクセスは200前後。事件がらみでは最高

  １日１万以上の場合も。  

 ・07年より動画も積極使用。職員への取材も。 

 ・この４月からやむなく掲示板にアドレス投稿制導入。 

   

◆自転車＝アーバンライフスペシャル号 
 ・多段変速、巨大トランク、大型前カゴ、安定スタンド 
 ・99年選挙と１期めはこれを多用した。 

 

◆特製宣伝カー：４方向スピーカ・看板付きお立ち台 
 ・日本で一番便利な軽ワゴンの宣伝カー。他の人がなぜ採
   用しないのか不思議 

 ・吸着テープでラミネートポスターを車体に貼り付け。 

   これに至るまではマグネット式など工夫してきた。 

 ・２入力＋録音テープ可のアンプ。昨年からはワイヤレス

   マイクも使えるようにした。大幅に便利さアップ。 

 ・この車は国会関係者にも有名（何度か国会闘争に） 

  

◆行政と地域の雇用や労働条件向上の問題 
 ・門真市が改善した事の例としては・・・ 
 ・行政が果たすべき責任やなすべき事。反貧困対策 

   公共工事や公契約で。 

 ・連帯ユニオンの「産業政策」、「中小企業の協同組合組織

   化」路線と連携すべし 

  

◆「連帯ユニオン議員ネット」について 
 ・ 
 

  

◆戸田が「市民派議員」を止めて「左翼議員」と名乗るこ
 とにした理由 
 ・「無所属市民派」、「「虹と緑の500人リスト」のこと 
 
◆権力弾圧について。人質司法と有罪率99.9％の司法 
 ・接見禁止拘留を受けつつ「獄中からＨＰへの発信」 
 ・「人質司法」、「敵味方司法」の実態 

 ・ 

  
◆「政治世界の破防法」としての恣意的な政治資金規正 
  法適用弾圧 
 ・ 
 

◆戸田の園部市政に対する評価。６月市長選で再選確実 
 ・共産党の評価と戸田の評価の違い。評価基準の違い 
 

 ・ 

◆合併騒動の次の道州制騒動。「地方分権」というデマ 
 ・誰が旗振りしてるのかを見れば、本質は一目瞭然 
 ・道州制粉砕！ 

 

◆自公政権を打倒無くして自治体の財政再建無し！ 
 ・自治体からむしり取り、自治体を疲弊させる自公悪政 
  
◆橋下府政打倒無くして門真市の安定無し！ 
 ・橋下府政の悪質さ 
 
◆「第二の夕張市になるぞ！」というのは危機煽りデマ！
 ・人口が1/10に減った北海道の田舎町と大阪市近隣都市
   が同じはずがない。 

 ・財政危機煽りデマを煽る者と踊らされる者 

 

◆政務調査費のこと 
 ・「領収書添付義務づけ」自体は良かったが、仕組みがあ
   まりに煩雑で戸田を含めた全議員が悲鳴上げた。 

 ・「人件費不可、事務所と自宅同一なら経費は1/9のみ」

    ＝「戸田の活動方式を認めたくない」 

 ・おかげで戸田が４万円超返金する羽目に。 

   これほど議員活動に経費を支出してる戸田が！   
 
◆議員定数のさらなる削減＝戸田は永久に無所属、という
 よからぬ策謀あり 
 ・ 
◆これからの議員に求められる資質 
 ・街頭演説が出来る。訴えたい事・やりたい事がある。 
 ・自分でビラが書ける。 

 ・門真出身者でこれらが出来たら、門真では当選できる。

 
 
 
 
 
 
 


